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の
３
部
構
成
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
金
成
洙
経
営
学
部
教
授

の
司
会
で
進
め
ら
れ
▽
須
川

（
小
林
）美
穂
さ
ん
（
平
25
‥

本
庄
市
役
所
）
の
産
休
前
後

の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
関
す
る
講
演
▽
北
原
香
奈

ゼ
ミ
長
ら
４
年
次
生
の
近
況

報
告
と
成
果
発
表
▽
布
施
彰

次
さ
ん
（
昭
59
‥
千
葉
県
君

津
商
業
高
校
長
）
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
教
育
の
講
演
｜
｜
が

あ
っ
た
。

気
持
ち
だ
。
今
後
は
、
皆
さ

ん
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
感
激
の
あ
い
さ
つ

を
行
う
と
、
会
場
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30
年

記
念
事
業
募
金
の
チ
ェ
ア
募

金
に
校
友
会
川
崎
支
部
か
ら

就
職
先
は
ネ
ジ
屋
で
す

上
野
歩
著

　
旋
盤
工
を
取
り
上
げ
た

『
削
り
屋
』（
小
学
館
文
庫
）

を
は
じ
め
、
型
屋
、
ヘ
ラ
絞

り
職
人
と
い
っ
た
製
造
業
で

働
く
人
々
を
テ
ー
マ
と
し
た

小
説
を
書
き
続
け
る
上
野
歩

さ
ん（
昭
63
文
）。最
新
作
は
、

厳
し
い
就
職
活
動
を
経
て
母

親
が
経
営
す
る
ネ
ジ
会
社
で

奮
闘
す
る
女
子
社
員
ユ
ウ
の

物
語
。
提
案
型
の
営
業
や
緩

ま
な
い
ネ
ジ
の
開
発
な
ど
、

ユ
ウ
が
仲
間
や
業
界
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
と
も
に
新
し

い
世
界
を
切
り
開
い
て
い
く

姿
を
生
き
生
き
と
描
く
。

　
上
野
さ
ん
は
執
筆
に
あ
た

り
、
専
修
大
学
就
職
課
や
卒

業
生
を
取
材
。
冒
頭
、
ユ
ウ

が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
９
号
館
５

階
ア
ト
リ
ウ
ム
」
で
同
級
生

と
話
す
シ
ー
ン
は
、
専
大
生

な
ら
そ
の
情
景
が
思
い
浮
か

ぶ
。
第
一
志
望
の
企
業
に
落

ち
た
ユ
ウ
が
就
職
課
を
訪
れ

る
場
面
で
は
、「
ラ
イ
バ
ル

た
ち
に
比
べ
、
自
分
の
能
力

が
足
り
な
か
っ
た
｜
｜
そ
う

振
り
返
る
謙
虚
さ
が
あ
っ
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

　
新
４
年
次
生
対
象
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
個
人
撮
影
を
３
月
28
日

（
木
）
10
〜
17
時
、
生
田
・
神
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
。
場

所
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ

ダ
ン
ス
日
程
表
を
参
照
の
こ
と
。

　
問
い
合
わ
せ
は
卒
業
ア
ル
バ
ム

作
製
委
員
会
（
学
生
自
治
会
）

【
生
田
】
☎
０
４
４
・
９
１
１
・

６
６
９
９

【
神
田
】
☎
03
・
３
２
６
３
・
６

９
０
１
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オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
ジ
ー
パ
ン
姿
。
軽
や
か

な
身
の
こ
な
し
で
川
崎
市
内

の
市
民
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。
市
民
同
士
の
情
報
交
換

の
場
を
設
け
た
り
、
学
生
対

象
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を

紹
介
し
た
り
と
活
動
範
囲
は

広
い
。
現
職
の
ほ
か
、
一
般

社
団
法
人
「
ま
ぐ
た
ま
」
を

含
む
五
つ
の
市
民
団
体
に
所

属
し
、
精
力
的
に
動
き
回
る

日
々
だ
。

　「
私
に
と
っ
て
は
54
歳
か

ら
の
挑
戦
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
で
猛
烈

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
が
、

３
年
前
、
自
分

の
経
験
を
社
会

に
還
元
す
る
仕

事
を
し
よ
う
と

決
意
し
退
職
し

ま
し
た
」
と
転

職
の
き
っ
か
け

を
話
す
。

　

学

生

時

代

は
、
子
ど
も
た

ち
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
キ
ャ
ン

プ
や
ス
キ
ー
に
熱
中
し
て
い

た
と
い
う
。「
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
し
な
が
ら
生
活
で

き
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、当
時
、最
先
端
の

業
界
だ
っ
た
外
資
系
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
に
入
社
。

気
象
情
報
の
デ
ー
タ
を
映
像

化
す
る
仕
事
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
な
ど
を
手
が
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、「
管
理
職
に

な
っ
た
ら
、
仕
事
に
新
し

さ
、
面
白
さ
が
感
じ
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
な
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
が
作
れ
た
ら
面
白
い

の
で
は
…
…
と
、
専
門
的
な

講
座
に
参
加
し
勉
強
を
始
め

ま
し
た
」
と
話
す
。

　
新
し
い
も
の
に
次
々
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
岡
本
さ

ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
石
の
上

に
は
座
ら
な
い
」。
同
じ
と

こ
ろ
に
安
住
す
る
の
で
は
な

く
、
絶
え
ず
違
っ
た
こ
と
に

挑
戦
す
る
「
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ

ー
」
が
基
本
だ
。

　
本
学
の
課
題
解
決
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
専
大
生
に

接
す
る
こ
と
が
多
い
。「
全

般
的
に
物
分
か
り
が
よ
く
、

お
と
な
し
い
印
象
で
す
ね
。

自
分
を
信
じ
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求

し
て
ほ
し
い
。
学
内
に
と
ど

ま
ら
ず
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
体
験
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
接
し
て
ほ

し
い
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
価

値
観
、
生
き
方
が
見
え
て
く

る
は
ず
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
。

－自らの経験を社会に還元－

公
益
財
団
法
人
「
か
わ
さ
き
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で
活
動

岡
お

か

本
も

と

幹
み

き

彦
ひ

こ

さ
ん

（
昭
60
文
）

＜校友＞

紹  介

校
友
新
社
長

山
下
昌
宏
氏
（
や
ま
し
た
・

ま
さ
ひ
ろ

昭
56
商
）
㈱
ク

レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
代
表
取
締
役

社
長
に
３
月
１
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
。

荒
明
正
紀
氏
（
あ
ら
あ
き
・

ま
さ
の
り

昭
57
経
営
）
㈱

福
田
組
代
表
取
締
役
社
長
に

３
月
28
日
付
で
就
任
。
本
社

校
友
会
情
報

〈
町
田
支
部
総
会
〉

▽
４
月
13
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
小
田
急
線
町
田
駅
か

ら
徒
歩
７
分
「
町
田
市
民
ホ

ー
ル
」
問
藤
島
佳
次
氏
☎
０

４
２
・
７
９
９
・
６
１
３
０

〈
村
上
・
岩
船
支
部
総
会
〉

▽
４
月
13
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
か
ら
車
10
分

「
大
観
荘
せ
な
み
の
湯
」
問

横
山
政
信
氏
☎
０
８
０
・
５

５
４
７
・
９
４
８
７

新
潟
県
。
建
設
工
事
の
請

負
、
設
計
。

杉
山
光
延
氏
（
す
ぎ
や
ま
・

み
つ
の
ぶ

昭
60
経
済
）
ケ

イ
ヒ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長

に
４
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

東
京
都
。
総
合
物
流
サ

ー
ビ
ス
業
。

　
３
月
で
定
年
退

職
す
る
田
口
文
夫

法
学
部
教
授
の
ゼ

ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

が
２
月
23
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

１
期
生
か
ら
の
ゼ

ミ
卒
業
生
90
人
が

集
い
、
開
か
れ
た

写
真
。
参
加
者

は
恩
師
を
囲
み
、

在
学
中
の
思
い
出

を
語
り
合
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
感
謝
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
花
束
や
記
念

品
を
贈
ら
れ
た
。
田
口
教
授

は
「
専
大
の
教
員
と
し
て
42

年
間
に
わ
た
り
教
育
・
研
究

に
専
念
し
て
き
た
。
こ
ん
な

に
多
く
の
ゼ
ミ
生
を
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
て
感
無
量
の

と
職
員
が
諭
す
。

　
取
引
先
の
会
社
社
長
か
ら

言
わ
れ
た
「
御
用
聞
き
と
営

業
は
違
う
」
な
ど
、
奮
闘
す

る
ユ
ウ
に
向
け
ら
れ
た
言
葉

が
、
大
学
生
、
就
活
生
や
若

手
会
社
員
に
も
響
く
。

（
小
学
館
文
庫
・
本
体
７
３

０
円
＋
税
）

神
田
体
育
室
を

一
般
貸
し
出
し

　
専
修
大
学
は
、
東
京
都
の

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
施

設
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
事
業
」
に

協
力
し
、
４
月
か
ら
一
般
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
体
育
室
の
貸
し
出
し

を
始
め
る
。

　
同
事
業
は
、
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

　
田
口
冬
樹
ゼ
ミ

（
経
営
学
部
）
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
42

周
年
祝
賀
会
が
２

月
23
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た

写
真
。

40
期
ま
で
の
ゼ
ミ

卒
業
生
や
ゼ
ミ
生

ら
約
１
０
０
人
が

参
加
。
３
月
で
定

年
退
職
の
恩
師
に

感
謝
を
表
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
懇
親
会

恩
師
と
思
い
出
語
り
合
う

法・田口文夫ゼミ

川
崎
支
部
が

チ
ェ
ア
募
金

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

　
田
口
教
授
は
最
終
講
演
を

行
い
「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

好
奇
心
を
持
ち
、
デ
ー
タ
を

読
み
こ
な
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な
い
で
い

く
」
大
切
さ
を
説
い
た
。

　
懇
親
会
は
「
蒼
翼
の
間
」

で
。
長
谷
川
真
也
さ
ん
（
昭

59
経
営
‥
ヤ
マ
ト
マ
ル
チ
チ

ャ
ー
タ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
の
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
の

後
は
、恩
師
と
歓
談
、42
年
間

を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
っ
た
。
参
加
者
一
同
、

再
会
を
誓
い
合
っ
た
。（
田

口
冬
樹
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

長

西
村
勉
・
昭
60
経
営
）

経営・田口冬樹ゼミ

支
部
長
は
「
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
元
と
し
て
、
少
し
で

も
大
学
の
力
に
な
り
た
か
っ

た
。
今
回
の
こ
と
が
、
全
国

の
支
部
が
動
き
出
す
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

都
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
改
修

や
休
館
す
る
な
か
、
都
民
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
確
保
す
る

た
め
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー

ト
。
協
力
は
私
立
大
学
と
し

て
は
初
め
て
と
な
る
。

　
貸
し
出
し
は
有
償
で
、
授

業
や
部
活
動
な
ど
の
利
用
が

な
い
日
曜
日
と
祝
日
に
限

る
。
対
象
は
都
内
の
ア
マ
チ

ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
団
体
。
利
用

方
法
な
ど
は
都
の
ス
ポ
ー
ツ

情
報
サ
イ
ト
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

訃　
　

報

植
松
日
子
太
郎
氏
（
う
え
ま

つ
・
ひ
こ
た
ろ
う
）
名
誉
教

授
・
元
経
営
学
部
教
授

　
３
月
８
日
、
75
歳
で
死

去
。
１
９
７
１
年
か
ら
２
０

１
４
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

統
計
学
。

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。
倉

形
泰
正
支
部
長
（
昭
38
商

経
）、
喜
多
村
信
二
支
部
長

代
行
（
昭
43
経
済
）、
長
島

修
二
副
支
部
長
（
昭
46
法
）

の
３
人
が
２
月
27
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
日
髙

義
博
理
事
長
に
手
渡
し
た

写
真
。

　
日
髙
理
事
長
が
「
専
修
大

学
は
こ
れ
ま
で
も
、
節
目
で

校
友
か
ら
多
大
な
支
援
を
受

け
て
き
た
。
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
」
と
話
す
と
、
倉
形

ョ
ン
」
で
。

経済支援奨学金募金NEW


